
平成 24 年度 基本目標 1－主要施策(1)安定給水の確保 

主要施策(1)-1 

施策評価調書（主要施策別）                  様式－１ 

基本目標 安全で良質なおいしい水をいつでも供給できる水道 整理番号 １－（１） 

主要施策 安定給水の確保 施策主務課 計画課 

施策の趣旨 

水道事業者の最大の使命は、水道水を将来にわたって安定的にお客様にお届けすることです。その

ために必要な水源や、浄・給水場、送・配水管等の水道施設を過不足なく確保し、かつ適切に維持・

管理をすることができるよう、計画的な取組を推進していきます。 

 
Ⅰ 施策を達成するための主な取組と達成状況 

取 

組 

① 

水源の安定化
※
 担当課 計画課 

（取組の概要） 

国から暫定的に割り当てられている水源への依存を解消し、安定した自己水源を確保するため、湯西川  

ダム（H23完成予定）及び八ッ場ダム（H27完成予定）建設事業に引き続き参画していきます。これらのダム

の完成によって、より安定的な給水を行うことができます。 

（当年度取組計画の概要） 

安定給水に必要な水源を確保するため、八ッ場ダム（H27完成予定）建設事業に引き続き参画するとともに、

湯西川ダム完成に伴う安定水利権を取得します。 

当初予算額  １，１５４，６８６千円 、 決算（見込）額  ８８７，３２５千円 

達成指標 安定した自己水源の確保状況 
内部評価

※
 

－ 達成目標 湯西川ダム完成に伴う暫定水利権の一部解消 

達成実績 湯西川ダム完成に伴う暫定水利権の一部解消 
前年度評価 － 

（取組の説明） 

湯西川ダムについては、ダム本体工事の完成に伴い、平成 24 年 9 月に 1.51m3/秒の安定水利権を取得し、   

暫定水利権の一部解消となりました。これにより安定的に取水が可能となり安定給水に寄与しました。 

八ッ場ダムについては、平成21年 9月から国が検証作業を行っていましたが、平成23年 12月に「建設継続」

となりました。平成 24 年度は、国において代替地造成や県道の付替工事などを実施し、平成 24 年度末の事業

費ベースの進捗率は83%となっています。 

※ 本取組は、国の実施する事業に対する負担金の支払いであることから、評価の対象からは除外します。 
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主要施策(1)-2 

 

取 

組 

② 

水道施設の長期的な整備方針の策定 担当課 計画課 

（取組の概要） 

昭和 30 年代以降に大量に建設した浄・給水場、送・配水管等の水道施設の大規模更新期の到来に備え、   

アセットマネジメントによる最適な施設整備手法と的確な資金計画に裏付けられた長期的な整備方針を策定

します。 

併せて、東日本大震災による県営水道の被災の実態を精査し、この整備方針において水道施設の耐震性  

確保に十分な配慮を施すことなどにより、地震等の非常時にも強い水道づくりを推進します。 

※ アセットマネジメントとは、計画的な施設更新や維持管理を行うことで施設の長寿命化を図り、総事業費の低減や事

業費の平準化を図る手法です。 

（当年度取組計画の概要） 

平成 24年度も引き続き、管路及び施設の問題点を抽出し、その後整理、分析を行い、整備方針の考え方を

検討します。 

当初予算額  １５，０００千円 、 決算（見込）額  １２，０７５千円 

達成指標 整備方針の策定状況 
内部評価 

ａ：達成している 

ｂ：概ね達成している 

ｃ：未達成だが進展している 

ｄ：進展していない 

達成目標 管路及び施設の問題点の整理、分析並びに整備方針の考え方の検討 

達成実績 管路及び施設の問題点の整理、分析並びに整備方針の考え方の検討 
前年度評価 a 

（評価結果の説明・分析） 

平成 23年度に設置した技術部内のプロジェクトチームにおいて、引き続き整備方針の作成に必要な検討を 

進めました。 

①管路 

・管体強度・重要度・バックアップ度などの問題点を整理し、耐震化や長寿命化等を考慮した整備方針の   

考え方について検討を行いました。 

・なお、大口径送配水管については、流量や水圧などを計算し予測を行う管網解析を実施し、水運用などの

問題点を整理しました。 

②浄・給水場 

・施設の老朽度・水運用などの問題点を整理し、耐震化や長寿命化等を考慮した整備方針の考え方について

検討を行いました。 
※ 本取組②はアセットマネジメントの手法を取り入れ、将来の水道施設整備の考え方を整理するもので、次期以降の中期

経営計画において、実際に更新・整備を行う施設を決定していく考え方の基礎となるものです。これに対し取組③,④は

主に機能維持を目的とし、管路については拡張事業も含め、現中期経営計画で取り組む個別具体的な事業の進捗を示し

たものです。 
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取 

組 

③ 

浄・給水場の設備等の更新 担当課 浄水課 

（取組の概要） 

施設の働きを常時、集中的に監視している監視制御設備、送・配水の心臓部であるポンプ設備、効率的   

かつ効果的な滅菌作用で水道水の安全性を高める塩素消毒設備など、安定的な給水の確保と安全で良質な 

おいしい水づくりに重要な役割を果たしている設備を中心に、経年劣化や耐震化等の状況を踏まえた計画的

な更新を引き続き実施していきます。 

また、施設全体の老朽化が著しい栗山浄水場と船橋給水場については、速やかに更新計画を策定し、工事

に着手します。 

（当年度取組計画の概要） 

東日本大震災では浄・給水場の運転に影響を及ぼす被害はありませんでしたが、老朽度診断調査の結果を

もとに、老朽化している浄・給水場の電気・機械等機器の更新及び施設の耐震化を進めていきます。 

・松戸給水場ポンプ用電気設備(工事)(H24～26年度)  

・柏井浄水場中間ポンプ設備(工事)(H24～25年度)  

・福増浄水場中央監視制御設備設備(工事)(H24～26年度)  

・船橋給水場設備更新(設計)(H24年度) 

・千葉分場１号配水池耐震化(補強設計)(H24年度)など 

当初予算額  ５，８８２，８４２千円 、 決算（見込）額  ４，２８６，５７３千円 

達成指標 
ア）事業進捗率 （当年度までに完了した事業数／計画事業数） 

イ）浄・給水場の耐震化率 

内部評価 

ａ：達成している 

ｂ：概ね達成している 

ｃ：未達成だが進展している 

ｄ：進展していない 

達成目標 
ア）４６．６％ （２７／５８） 

イ）９３．６％ （耐震化施設数３９６／全施設４２３） 

達成実績 
ア）４６．６％ （２７／５８） 

イ）９３．６％ （耐震化施設数３９６／全施設４２３） 前年度評価 a 

（評価結果の説明・分析） 

平成 24年度に予定していた事業を全て実施し、当初目標どおり達成しました。 

この取組で平成24年度に完了した事業は以下の通りです。 

なお、24年度に耐震化工事を計画した施設は無いため、耐震化施設数は23年度と変わりません。 

・老朽化が著しい船橋給水場については、平成26年度から更新工事を行うことを目途として、実施設計に  

着手しました。 

・耐震化事業として計画していた千葉分場１号配水池の耐震補強設計を完了しました。 

・柏井浄水場東側配電設備については更新工事が完了しました。当該設備は、柏井浄水場の東側施設に電気

を供給するための設備であり、更新により機器の故障による断水を防ぐことに寄与します。 
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取 

組 

④ 

管路の更新・整備 担当課 
給水課 
計画課 

（取組の概要） 

布設後概ね40年以上を経過した管路のうち、 

ア 赤濁水の発生が頻発する管路、材質や地盤条件等により強度低下のおそれのある管路 

イ 地震など災害発生時の広域避難場所や、災害時の医療拠点となる病院などの重要施設へ給水する管路 

ウ 緊急輸送道路下に埋設された管路 

を中心に、東日本大震災による管路破損等の教訓を踏まえ、更新（布設替）及び耐震化を優先的に進めて

いきます。 

併せて、さらに安定的な給水を確保するため、基幹管路の整備や千葉ニュータウン事業の進展等に伴う  

管路整備を進めていきます。 

（当年度取組計画の概要） 

東日本大震災による管路破損箇所の更新を進めるほか、以下の工事を実施します。 

①管路の更新（布設替） 

・鋳鉄管更新工事            ６０．２ｋｍ 

・災害復旧関連工事            ９．６ｋｍ 

・その他（下水道切廻し等）       １８．４ｋｍ 

②管路の整備（新規布設） 

・管路の整備（第二北総～成田線）     ２．３ｋｍ 

・その他（千葉ニュータウン地区布設等） ３７．７ｋｍ 

当初予算額  １９，５１１,３７５千円 、 決算（見込）額  １２，７７１,５７１千円 

達成指標 
ア）管路の更新延長 
イ）管路の整備延長 
ウ）耐震適合性のある管の割合 

内部評価 

ａ：達成している 

ｂ：概ね達成している 

ｃ：未達成だが進展している 

ｄ：進展していない 

達成目標 
ア）８８．２ｋｍ 
イ）４０．０ｋｍ 
ウ）１５．１％ 

達成実績 

ア）７５．７ｋｍ 
イ）２２．０ｋｍ 

ウ）１５．１％ 前年度評価 b 

（評価結果の説明・分析） 

ア 管路の更新延長 

当初達成目標を設定した時点では考慮していませんでしたが、震災の影響により平成 23 年度から 24 年度

に繰り越した工事件数が多くありました。その処理業務に時間を要したため、目標を達成することはできま

せんでしたが、達成目標に対して 85.8％の管路を更新しました。また、東日本大震災では、液状化の影響が

顕著だった湾岸埋立地において管路被害が集中したことから現行の更新計画の見直しを行い、耐用年数にと

らわれない管路の更新計画を作成しました。 

イ 管路の整備延長 

お客様の給水要望により実施する未普及地区の配水管整備や他団体などからの申請により実施する整備工

事などについて、当初見込に比べてそれらの要望や申請が少なかったため、実績値は低くなっています。 

ウ 耐震化率 

管路の更新及び整備の延長に加えて、申請者施行※より布設した延長（約 36.6km）を加えた全体布設延長

を耐震管路延長として算定しており、既設の耐震管路延長に平成 24 年度の工事延長を加えると 1,337km と  

なりました。耐震化率は前年から 1.1 ポイント増えて全管路延長 8,870km に対して 15.1％となり、目標を  

達成しました。なお、基幹管路（口径500mm以上）の耐震化率は52.6％となっています。 

 

以上 3つの指標の達成度を総合的に評価した結果、概ね達成していると評価しました。 

 

※ 開発行為に伴い給水を受けようとするお客様が申請して水道局に代わり配水管の布設工事を施行するもので、完成後は

水道局に引き渡されます。 
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Ⅱ 施策の成果 

成果指標 
安定給水度 

（①浄水場事故割合※１、②管路の事故割合※２） 

内部評価※ 

ａ：成果が出ている 

ｂ：概ね成果が出ている 

ｃ：成果が小さい 

ｄ：成果が出ていない 

成果目標 
①０  （24年度の件数/箇所） 

②１．６（件/100km）以下 

成果実績 
①０  （24年度の件数/箇所） 

②１．５（件/100km） 前年度評価 b 

（評価結果の説明・分析） 

① 浄・給水場の設備等における計画的な更新、定期的な点検を実施することにより浄水場の事故を未然に防ぐこと

ができ安定給水に寄与しました。 

② 計画的な管路の更新を継続的に進めることによって、目標を達成しました。 

※ 取組①は評価の対象から除外 
 
Ⅲ 達成状況及び成果を踏まえた今後の進め方（施策の方向性） 

・各取組の進め方 

取組①水源の安定化
※
 

（継続：安定給水に必要な水源を確保するため、八ッ場ダム(H27 完成予定)建設事業

に引き続き参画します。） 

取組②水道施設の長期的な整備方針の策定 

（継続：財務及び人事等を含めたプロジェクトチームにおいて、アセットマネジ  

メントによる最適な施設整備手法と的確な資金計画に裏付けられた長期的

な整備方針を策定していきます。） 

取組③浄・給水場の設備等の更新 

（継続：施設等の更新及び耐震化について引き続き進めていきます。なお、老朽化が

進む栗山浄水場については、ちば野菊の里浄水場に機能を移転する計画を 

策定していきます。） 

取組④管路の更新・整備 

（継続：引き続き、管路の更新・整備を進め、安定的な給水を確保することに努め  

ます。また、湾岸埋立地に関しては、更新計画にそって実行していきます。） 

・施策の方向性 

 安定給水の確保のためには、各取組とも継続的に進めて行くことが重要であること  

から、今後も継続していきます。 

内部評価※ 

ａ：継続 
ｂ：一部見直して継続 
ｃ：休止・廃止 

前年度評価 a 

※ 取組①は評価の対象から除外 
 

内部評価機関 

（政策調整会議）に

おける評価 

（総合的な意見等） 

自己評価を妥当と認める 

（特記事項） 

なし 
 
水道事業ガイドラインで設定されている指標 

（成果指標） 

※１ 浄水場事故割合 水道事業ガイドラインの指標番号5101 

※２ 管路の事故割合 水道事業ガイドラインの指標番号5103 

 


